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Ⅰ 次の英文を読んで、問いに答えなさい。 

In every country in the world, women are treated [  ア  ] from men. Women get less 

pay than men for the same work. And it’s not just at work. In some countries, women still don’t 

have the right to vote. And all too often, women are victims of domestic violence. 

We call this ① gender discrimination, and it affects the lives of women and girls 

everywhere. It’s a fact – women earn less money, have fewer rights, and are more likely to be 

physically harmed. This is all bad for their well-being. It’s a huge issue since women are 

[  イ  ] half of the world’s population. This is a problem everyone should be upset about. But

there’s a lack of anger about gender discrimination, even among women. Around the world, both 

women and men are denying that discrimination is even a problem. What’s more, it seems that 

people who live in countries where gender discrimination is strong are less likely to recognize it 

at all.  

We wanted to understand why people – especially women – might deny that gender 

discrimination exists. We ②carried out surveys, with over 20,000 participants in total: around 

6,000 people in the USA, then approx. 17,000 others from 23 different countries, including Russia 

and the UK. We asked how [  ウ  ] they believe that “Discrimination against women is no 

longer a problem in this country.” We also asked them to rate their level of happiness. 

We found that: women who deny gender discrimination are happier with their lives. 

Women who recognized gender discrimination were not ③feel as happy with their lives. Men 

deny discrimination more than women. People were more [   エ   ] to deny gender 

discrimination in countries with higher levels of sexist attitudes. For example, people living in 

Russia would deny it more than people living in France. 

Gender discrimination is a huge problem across the world. But we found that women who 

deny discrimination are actually happier. We think that this denial is actually a way for women to 

cope, making the world seem fairer. But it actually makes gender discrimination even worse. We 

shouldn’t deny the existence of gender discrimination. Instead, we should fight against it. And 

this isn’t just a problem for women – everyone should take action! 

(Adapted from Napier, J.L., Suppes, A., & Bettinsoli, M.L. Why do some women deny gender 

discrimination? Social Science Journal for Teens, April 2022.  

https://www.sciencejournalforkids.org/wp-content/uploads/2022/04/denial_article.pdf ) 



１．空欄ア～エに入る最も適切な語を、それぞれ選択肢①～④から一つ選び、番号を

［  ］に記入しなさい。 

ア： ① same ② differently ③ similar ④ opposite ［ ］ 

イ： ① more ② less ③ over ④ same ［ ］ 

ウ： ① many ② more ③ much ④ extra ［ ］ 

エ： ① likely ② possible ③ probably ④ definite ［ ］ 

２．下線部① gender discrimination と下線部② carried out を適切な日本語で書きなさい。 

① ② 

３．下線部③ feel を適切な形に変えなさい。 

４．次の問いに日本語で答えなさい。 

（ａ）ある国々の女性が男性と異なる扱いを受けている例を３つ挙げなさい。 

（ｂ）調査対象となった国を３つ挙げなさい。 



Ⅱ 次の英文１～８の（  ）内に入る最も適切な語を、それぞれ選択肢①～④から

一つ選び、[   ] に記入しなさい。 

１． Let’s ( ) a party with the members of the tennis club. 

① make ② have ③ do ④ decide

［ ］ 

２． We ( ) a chat about our plans for the summer holiday. 

① had ② talked ③ did ④ spoke

［ ］ 

３． When all the group members are quiet, somebody ( ) to break the ice. 

① has ② must ③ need ④ got

［ ］ 

４． I should have studied ( ) before my driving test. 

① careful ② higher ③ deeper ④ harder

［ ］ 

５． She has an amazing ability ( ) music. 

① about ② of ③ for ④ in

［ ］ 

６． The gate is ( ) enough for the car to go through. 

① deep ② wide ③ short ④ far

［ ］ 

７． The doctor ( ) me to stay at home for a week. 

① said ② made ③ let ④ told

［ ］ 

８． Alice is leaving ( ) Gifu tomorrow morning. 

① to ② for ③ by ④ in

［ ］ 



Ⅲ 次の１から８の英文の（  ）内の語を日本語の意味になるように並べかえ、文を

完成させなさい。 

１．妹はいつも漫画を読んでます。 

My (comic, reading, sister, is, books, always). 

My . 

２．彼女は３つ以上の外国語が話せる。 

She (speak, more, can, languages, than, foreign, three). 

She . 

３．僕は仕事より家庭の方が大事です。 

My (comes, before, family, career, my). 

My . 

４．ビデオゲームが好きな女の子と結婚したい。 

I’d (who, like, marry, to, games, video, girl, a, likes). 

I’d . 

５．彼女は大学に入れるように一生懸命勉強した。 

She (university, hard, in, studied, get, to, order, into). 

She . 



６．彼がいつフランスから帰ったか知りません。 

I (know, when, don’t, from, he, France, returned). 

I . 

７．多くの植物は春に花をつける。 

Many (bloom, in, plants, spring, the). 

Many . 

８．車を運転することは非常に楽しい。 

It’s (car, drive, fun, of, a, to, lot, a). 

It’s . 

点 



Ⅳ 次 の 文 を 読 ん で 、 問 い に 答 え な さ い 。

ス ロ ー フ ー ド 運 動 は 、 １ ９ ８ ６ 年 、 イ タ リ ア の ロ ー マ に マ ク ド ナ ル ド の 第 １ 号 店 が オ ー プ ン

し た 際 、 市 民 の 間 で 「 僕 ら は パ ニ ー ニ を 食 べ る ん だ 」 と い う 声 が 上 が り 、 反 対 運 動 が わ き 起 こ

っ た の を き っ か け に 発 展 し ま し た 。 ９ ９ 年 ８ 月 に は 、 ジ ョ ゼ ・ ボ ヴ ェ と い う 有 名 な フ ラ ン ス の

農 民 活 動 家 （ 現 欧 州 議 会 議 員 ） が マ ク ド ナ ル ド 店 舗 解 体 キ ャ ン ペ ー ン を 始 め 、 そ の 様 子 は 世 界

中 に 伝 え ら れ ま し た 。 人 間 が 社 会 の 、 あ る い は シ ス テ ム の 奴 隷 に な っ て し ま う の を 避 け よ う と

す る 戦 略 的 な 運 動 は 、 ９ ０ 年 代 を ピ ー ク に 一 定 の 広 が り を 見 せ た の で す 。  

し か し 、 そ の 後 の 運 動 に は 陰 り が 見 え 始 め ま す 。 そ れ は 、 と り わ け ９ ０ 年 代 半 ば 以 降 の グ ロ

ー バ ル 化 の 急 進 展 で 、 地 元 商 店 が 大 規 模 資 本 の 直 営 店 や フ ラ ン チ ャ イ ズ に 置 き 換 え ら れ て 、 フ

ァ ス ト フ ー ド が 雇 用 を 生 み 出 す 重 要 な シ ス テ ム と し て 見 直 さ れ る よ う に な っ た た め で す 。 ２ ０

１ ８ 年 に は 、 フ ラ ン ス ・ マ ル セ イ ユ 郊 外 の サ ン バ ル テ ル ミ ー 地 区 で 、 地 域 経 済 の 落 ち 込 み に よ

っ て マ ク ド ナ ル ド の 閉 店 が 決 ま る と 、 住 民 た ち が 「 閉 店 反 対 運 動 」 を 起 こ し ま し た 。  

こ れ は 、 （ １ ） 残 念 で あ る と 同 時 に 、 非 常 に 重 要 な 展 開 で す 。 共 同 体 が 共 同 体 で あ り 続 け る た め

の 条 件 は い ろ い ろ あ り ま す が 、 そ こ に は 経 済 的 環 境 も 含 ま れ ま す 。 具 体 的 に は 、 グ ロ ー バ ル 化

の 影 響 に よ る 格 差 拡 大 で （ ア ） ヒ ン コ ン カ が 進 ん だ コ ミ ュ ニ テ ィ で は 、 人 々 は 生 き て い く た め に

あ え て シ ス テ ム 世 界 を 選 択 せ ざ る を え ず 、 そ れ に よ っ て コ ミ ュ ニ テ ィ は ま す ま す 壊 れ て 、 ま す

ま す シ ス テ ム 世 界 に 依 存 し て い き ま す 。 ヨ ー ロ ッ パ 的 ア プ ロ ー チ の 限 界 は そ こ に 表 れ て い ま

す 。
こ れ に 対 し 、 ア メ リ カ で は シ ス テ ム 世 界 を 重 視 し 、 シ ス テ ム 世 界 の 全 域 化 を む し ろ 徹 底 し よ

う と し て い ま す 。  

移 民 国 家 ア メ リ カ の 社 会 は 多 人 種 ・ 多 民 族 で 構 成 さ れ て お り 、 人 間 関 係 は 互 い を 知 ら な い と

い う 「 不 信 ベ ー ス 」 で 成 り 立 っ て い ま す 。 人 間 集 団 の 基 本 は 、 同 じ 価 値 や 目 的 を 持 つ 人 た ち が

集 ま る ア ソ シ エ ー シ ョ ン （ 組 織 集 団 ） で 、 行 動 に 責 任 を 負 う の は あ く ま で も 個 人 で す 。  ま た 、

（ Ｘ ） 、 汎 シ ス テ ム 化 に よ っ て 人 間 が 経 験 す る 精 神 的 不 安 定 に も 比 較 的 耐 性 が 強 い （ イ ） ド ジ

ョ ウ が 備 わ っ て い ま す 。  

シ ス テ ム 世 界 の 全 域 化 を 徹 底 す る ア メ リ カ 的 ア プ ロ ー チ は 、 こ う し た 歴 史 や 文 化 を 反 映 し た

も の で す 。 一 口 で 言 え ば 、 成 員 が 「 動 物 」 で も 回 る 社 会 の 仕 組 み を 構 想 し よ う と い う も の で す 。 

こ こ で 「 動 物 」 と い う の は 、 不 快 を 避 け 、 快 に 向 か う 性 質 を 持 つ と い う 意 味 で す 。 つ ま り 、 人 々

の 内 発 的 な 善 意 ― 良 心 ― を 用 い る 代 わ り に 、 ア メ と ム チ だ け で な く 、 快 ・ 不 快 の 巧 妙 な コ ン ト

ロ ー ル を 行 う ア ー キ テ ク チ ャ （ 仕 組 み ） に よ る 管 理 化 を 進 め る と い う 戦 略 で す 。

飲 食 店 を 例 に 取 る と 、 大 資 本 の 直 営 店 や フ ラ ン チ ャ イ ズ 店 で は 、 Ｂ Ｇ Ｍ の 音 量 、 照 明 の 明 る

さ 、 座 席 の 硬 さ 、 家 具 や 調 度 の ア メ ニ テ ィ を 使 っ て 、 客 の （ ウ ） タ イ リ ュ ウ 時 間 を コ ン ト ロ ー ル



 

し 、 単 位 面 積 当 た り の 収 益 率 を 上 げ よ う と し ま す 。 客 は 、 そ う し た 戦 略 に 気 づ か ず 、 「 疲 れ た

な 」 と か 「 飽 き た な 」 と 感 じ て 、 主 観 的 に は 自 発 的 な 選 択 と し て 店 を 出 ま す が 、 そ う し た 自 発

的 な 選 択 が ア ー キ テ ク チ ャ に よ っ て コ ン ト ロ ー ル さ れ て い ま す 。 ロ ー レ ン ス ・ レ ッ シ グ は 『 Ｃ

Ｏ Ｄ Ｅ ― イ ン タ ー ネ ッ ト の 合 法 ・ 違 法 ・ プ ラ イ バ シ ー 』 （ 山 形 浩 生 ・ 柏 木 亮 二 訳 、 翔 泳 社 、 ２ ０

０ １ 年 ） と い う 著 書 で 、 こ れ を 「 ア ー キ テ ク チ ュ ラ ル ・ パ ワ ー 」 と 呼 び ま す 。

「 人 間 が 快 ・ 不 快 を 感 じ る 動 物 で あ り さ え す れ ば よ い 」 と す る こ う し た ア プ ロ ー チ は 、 収 益 率

上 昇 に と っ て は 有 効 で す が 、 副 作 用 を と も な い ま す 。 こ う し た ア ー キ テ ク チ ュ ラ ル ・ パ ワ ー を

用 い た シ ス テ ム は 、 客 の 常 識 的 な 価 値 観 を 一 切 当 て に し な い の で 、 シ ス テ ム 世 界 の 全 域 化 が 進

ん で い け ば 、 社 会 は そ の 分 、 さ ら に 「 不 信 ベ ー ス 」 に な り が ち な の で す 。  

そ う し た 流 れ を 象 徴 す る の が 、 モ ン ス タ ー ・ ク レ ー マ ー に よ る カ ス タ マ ー ・ ハ ラ ス メ ン ト  （ 顧

客 ・ 取 引 先 か ら の 嫌 が ら せ ・ 過 度 な ク レ ー ム ） で す 。 不 信 や 不 安 が 原 因 で 、 損 得 勘 定 に 過 剰 に

敏 感 に な っ て 、 些 細 な 不 利 益 で ヒ ス テ リ ー を 起 こ す 人 が 増 え る の は 、 シ ス テ ム 世 界 の 全 域 化 に

と も な う 当 然 の 副 作 用 で す 。

そ う し た 副 作 用 に ど う 対 処 す る の か 。 ア メ リ カ 的 ア プ ロ ー チ で は 、 シ ス テ ム 世 界 の 全 域 化 に

よ る 副 作 用 に は 、 シ ス テ ム 世 界 の 全 域 化 の 徹 底 に よ っ て 対 処 し ま す 。 ア メ リ カ の マ ク ド ナ ル

ド で は 、 商 品 を 受 け 取 る ま で の 時 間 が 長 い こ と を 理 由 に 店 員 を 殴 っ た ク レ ー マ ー 事 件 が 発 生 す

る と 、 す ぐ さ ま 警 察 に 突 き 出 し て 解 決 し ま す 。 警 察 ＝ 行 政 と い う シ ス テ ム で 解 決 す る の で す 。

さ ら に 、Airbnb な ど で は 、 プ ロ バ イ ダ ー の み な ら ず 、 消 費 者 ・ ユ ー ザ ー の 振 る 舞 い も 評 判 ス コ

ア に カ ウ ン ト さ れ ま す が 、 そ う し た シ ス テ ム を 使 う わ け で す 。

こ こ か ら 少 し 話 を 進 め ま す 。 マ ッ ク ス ・ ウ ェ ー バ ー 研 究 で 知 ら れ る 社 会 学 者 ジ ョ ー ジ ・ リ ッ

ツ ァ は 『 マ ク ド ナ ル ド 化 す る 社 会 』 （ 正 岡 寛 司 監 訳 、 早 稲 田 大 学 出 版 部 、 １ ９ ９ ９ 年 ） と い う 本

を 書 い て い ま す 。 元 に な っ て い る の は １ ９ ８ ０ 年 代 に 書 か れ た 論 文 で す が 、 そ こ で 彼 は 「 マ ク

ド ナ ル ド 化 」 と 「 デ ィ ズ ニ ー ラ ン ド 化 」 と い う 言 葉 を 使 い ま す 。

リ ッ ツ ァ の 言 う 「 マ ク ド ナ ル ド 化 す る 社 会 」 と は 、 人 間 が 「 動 物 」 で あ り さ え す れ ば 回 る よ

う な 脱 人 間 化 ・ 没 人 格 化 ・ 損 得 化 が 進 ん だ 社 会 で す 。 そ う い う 社 会 で は 、 人 々 は 「 か け が え の

な い 人 間 と し て 扱 わ れ た い 」 と い う 感 情 を 無 視 さ れ る こ と で （ エ ） 疎 外 感 や 不 安 感 を 抱 く よ う に

な り 、 カ ウ ン セ リ ン グ を 受 け な け れ ば 押 し つ ぶ さ れ て し ま う よ う な 心 理 状 態 に 置 か れ ま す 。  

そ れ に 対 処 す る た め に 使 わ れ る の が 「 デ ィ ズ ニ ー ラ ン ド 化 」 、 す な わ ち 祝 祭 的 消 費 に よ る 感

情 的 回 復 で す 。 ア メ リ カ で は 、 マ ク ド ナ ル ド 化 に よ っ て 人 々 が 抱 く よ う に な っ た 疎 外 感 や 不 安

感 を 、 デ ィ ズ ニ ー ラ ン ド 化 に よ っ て 与 え ら れ る 祝 祭 体 験 で 埋 め 合 わ せ る こ と で 、 人 々 が 感 情

的 に （ オ ） 破 綻 し て シ ス テ ム 世 界 か ら こ ぼ れ 落 ち る こ と が な い よ う に し て い る の だ 、 と い う の が

リ ッ ツ ァ の 図 式 で す 。

そ こ に は 「 （ ２ ） シ ス テ ム が つ く り 出 し た 裂 け 目 を 、 シ ス テ ム で 埋 め る 」 と い う シ ス テ ム の マ ッ 



チ ポ ン プ が あ り 、 人 間 は マ ッ チ ポ ン プ の 素 材 へ と 貶
お と し

め ら れ て い ま す 。 そ こ に は 、 人 間 を 動 物 の

よ う な 制 御 対 象 と 見 な す シ ス テ ム の 自 己 運 動 が あ る だ け で 、 社 会 の 主 人 と し て の 人 間 と い う 存 在

は ほ と ん ど 完 全 に 消 え 去 っ て い ま す 。 わ れ わ れ の 尊 厳 は 、 果 た し て そ れ で 保 た れ る の か 。 保 た

れ な い か ら こ そ 、 （ ３ ） ト ラ ン プ 現 象 や 、 Ｑ ア ノ ン 現 象 の よ う な 陰 謀 説 の ま ん 延 が あ る の で は な い で

し ょ う か 。 み な さ ん に じ っ く り 考 え て い た だ き た い 点 で す 。  

（ 宮 台 真 司 、 野 田 智 義 「 経 営 リ ー ダ ー の た め の 社 会 シ ス テ ム 論 」 に よ る ）  

問 １ 傍 線 部 ( ア ） ・ （ イ ） ・ ( ウ ) の カ タ カ ナ を 漢 字 に し な さ い 。

（ ア ） ヒ ン コ ン カ （ ）

（ イ ） ド ジ ョ ウ （ ）
( ウ ) タ イ リ ュ ウ （ ）

問 ２ 傍 線 部 ( エ ) ・ ( オ ) の 漢 字 を 平 仮 名 に し な さ い 。

（ エ ） 疎 外 感 （ ）

（ オ ） 破 綻 （ ）



 

問 ３ 傍 線 部 （ １ ） の 「 残 念 で あ る と 同 時 に 、 非 常 に 重 要 な 展 開 で す 」 に つ い て 、 作 者 の

考 え と 最 も 合 致 す る 適 当 な も の を 、 次 の ① ～ ⑤ の 中 か ら 一 つ 選 び 、 そ の 番 号 を 記

入 し な さ い 。

① マ ク ド ナ ル ド の 閉 店 に 反 対 し 、 シ ス テ ム の 奴 隷 に な る と い う 危 機 を 克 服 し た か

ら 。

② マ ク ド ナ ル ド の 持 つ 経 済 的 な 価 値 に 気 付 き 、 精 神 的 な 安 定 を 得 ら れ た か ら 。

③ マ ク ド ナ ル ド の 閉 店 に 反 対 す る こ と で 、 人 々 が コ ミ ュ ニ テ ィ を 取 り 戻 し た か ら 。 

④ シ ス テ ム の 奴 隷 に な る 危 機 を 感 じ つ つ 、 マ ク ド ナ ル ド の 経 済 的 価 値 に 依 存 す る

ほ か な い か ら 。

⑤ コ ミ ュ ニ テ ィ の 崩 壊 の 危 機 を マ ク ド ナ ル ド の 経 済 的 価 値 が 救 済 し て く れ る か

ら 。 

問 ４ 空 欄 （ Ｘ ） に 入 る 適 切 な 文 章 を 次 の ① ～ ⑤ の 中 か ら 一 つ 選 び 、 そ の 番 号 を 記

入 し な さ い 。

① 集 団 主 義 の 国 な の で 、 人 々 は 仲 間 か ら 見 ら れ て い る と 感 じ て お り

② 自 然 主 義 の 国 な の で 、 人 々 は 天 に 見 ら れ て い る と 感 じ て お り

③ キ リ ス ト 教 原 理 主 義 の 国 な の で 、 人 々 は 神 に 見 ら れ て い る と 感 じ て お り

④ 自 由 主 義 の 国 な の で 、 人 々 は 市 場 か ら 見 ら れ て い る と 感 じ て お り

⑤ 資 本 主 義 の 国 な の で 、 人 々 は 顧 客 か ら 見 ら れ て い る と 感 じ て お り



問 ５ 傍 線 部 （ ２ ） の 「 シ ス テ ム が つ く り 出 し た 裂 け 目 を 、 シ ス テ ム で 埋 め る 」 に つ い て

作 者 の 考 え と 最 も 合 致 す る 適 当 な も の を 、 次 の ① ～ ⑤ の 中 か ら 一 つ 選 び 、 そ の 番

号 を 記 入 し な さ い 。

① 祝 祭 的 消 費 が 生 み 出 す 不 安 感 を マ ク ド ナ ル ド 化 に よ る 経 済 的 な 利 益 に よ っ て 回

復 す る こ と 。

② マ ク ド ナ ル ド 化 が 引 き 起 こ す コ ミ ュ ニ テ ィ の 崩 壊 を 、 人 々 が 互 い に コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン を 取 る こ と で 埋 め 合 わ せ る こ と 。

③ 脱 人 間 化 が 進 ん だ 社 会 で 、 デ ィ ズ ニ ー ラ ン ド で 楽 し い 時 間 を 過 ご す こ と で 人 間

的 な 感 情 を 回 復 す る こ と 。

④ 動 物 で も 回 る よ う な 社 会 で 生 き 残 る た め に 、 徹 底 し た 損 得 勘 定 で 心 理 的 な 健 康

を 保 つ こ と 。

⑤ 人 間 を 動 物 の よ う な 制 御 対 象 と み な す 社 会 で 、 内 発 的 な 善 意 に よ っ て 人 間 性 を

回 復 、 精 神 の 安 定 を 取 り 戻 す こ と 。



問 ６ 本 文 の 内 容 と 最 も 合 致 し な い も の を 、 次 の ① ～ ⑤ の 中 か ら 一 つ 選 び 、 そ の 番 号 を

記 入 し な さ い 。

① 快 ・ 不 快 を 巧 妙 に 管 理 す る 「 不 信 ベ ー ス 」 で 構 築 さ れ た 社 会 の 副 作 用 と し て 、

モ ン ス タ ー ・ ク レ ー マ ー に よ る カ ス タ マ ー ・ ハ ラ ス メ ン ト が 増 加 し て い る 。

② モ ン ス タ ー ・ ク レ ー マ ー に 対 処 す る た め に 、 す ぐ さ ま 警 察 を 呼 ん で 対 応 す る よ

う な 状 況 こ そ が 、 シ ス テ ム 世 界 の 全 域 化 が 徹 底 さ れ た 社 会 の 姿 だ 。

③ グ ロ ー バ ル 化 の 影 響 で 失 業 が 増 え 、 格 差 が 拡 大 す る と 、 疑 問 を 感 じ な が ら も 仕

事 を 得 る た め に パ ニ ー ニ を 食 べ る 選 択 肢 を 捨 て 、 マ ク ド ナ ル ド を 選 ぶ し か な く

な る 。

④ 汎 シ ス テ ム 化 の 綻 び を 祝 祭 的 な 消 費 で 埋 め 合 わ せ る 社 会 は 、 人 間 を 交 換 可 能 な

素 材 に 貶 め 、 押 し つ ぶ さ れ る よ う な 心 理 状 態 に 追 い 込 む 。

⑤ 人 間 は 社 会 の 主 人 で あ る べ き で 、 わ れ わ れ は 尊 厳 を 守 る た め に 、 主 観 や 自 発 性

を 大 切 に し 、 自 ら の 欲 望 に 従 う べ き だ 。

問 ７ 傍 線 部 （ ３ ） の 「 ト ラ ン プ 現 象 や 、 Ｑ ア ノ ン 現 象 の よ う な 陰 謀 説 の ま ん 延 が あ る

の で は な い で し ょ う か 」 に つ い て 自 分 の 考 察 も 加 え な が ら ８ ０ 字 以 内 で 説 明 し な

い さ い 。
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Ⅴ 次の１～１５の問いに、日本語（いわゆるカタカナ語を含む）もしくはアルファ

ベットで答えなさい。 

問１ 元は崇拝を意味するラテン語に由来する言葉で、ある特定の人物への狂信

的な崇拝、さらにはそういう狂信者を産み出す反社会的な宗教集団を何と

いうか。 

（ ） 

問２ 円の他通貨に対する相対的価値（1円単位で交換できる他通貨の単位数）が

少ない状態のことを何というか。 

（ ） 

問３ エリザベス 2 世の崩御により、イギリス国王に即位した人物の名前を答え

なさい。

（                 ） 

問４ 2023 年現在のアメリカ合衆国において、白人に次いで最も多い人種は何か。 

（                 ） 

問５ 世界で二番目に信者数の多い宗教は何か。 

（                 ） 

問６ SIL International が 2022 年 2 月に公表した Ethnologue によると、話者

数の多い言語の 1位は英語、2位が中国語（Mandarin）であるが、3位は何

語か。 

（ ） 

問７ 世界の 1 日当たり外国為替取引額の 1 位はアメリカ・ドル、2 位がユーロ

である。では、3位は何か。 

（ ） 

問８ 近年の国際金融危機の際に国際金融システムの要としての役割を果たすこ

とが多くなっている、通貨と為替相場、国際金融システムの安定化を目的

とした 1945 年に設立された国際連合の専門機関は何か。 

（ ） 



問９ 2020 年時点で、世界からの留学生受け入れ数の最も多い国はどこか。 

（ ） 

問１０ 自国が他国に対して有する権利・義務や利益・負担を、他国が自国に対し

て有するそれらのものと均衡がとれるようにすべきであるという考え方を

何というか。 

（ ） 

問１１ 国連のもとに組織された、教育、科学、文化と発展と推進、世界遺産の登録

などを目的とした機関の名称を英語略称で何というか。 

（ ） 

問１２ キング牧師らが努力した非暴力による運動が広範な支持を集め、1950 年代

後半から1960年代前半に活発となったアメリカの黒人の基本的人権を要求

する運動のことを何というか。

（ ） 

問１３ 国連は 2017 年、先進国では少子化が問題視される一方で、地球の総人口

は 2055 年に 100 億人を突破すると報告しました。今後、最も人口が増加

すると言われている国や地域が多く集まる大陸名を答えなさい。 

（ ） 

問１４ 北半球に対比させて用いられる言葉で、インドやインドネシア、トルコや南

アフリカなどの南半球に多い新興国・途上国の総称を何というか。

（ ） 

問１５ エイズ・結核とならぶ三大感染症で、蚊が媒介する可能性があることから、

感染者や死者が多く、医学や公衆衛生でも国際的に重大な関心が払われて

いる感染症は何か。

（ ） 

点 




